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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月15日(2016.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
【図１】本発明の第１実施形態に係る画像表示装置（ヘッドマウントディスプレイ）の概
略構成を示す図である。
【図２】図１に示す画像表示装置の制御ユニットの概略構成図である。
【図３】図２に示す駆動信号生成部の駆動信号の一例を示す図である。
【図４】図１に示す画像表示装置の画像形成部の概略構成を示す模式図である。
【図５】図４に示す画像形成部の光スキャナーの平面図である。
【図６】図５に示す光スキャナーの断面図（Ｘ軸に沿った断面図）である。
【図７】観察者の頭部の動きを説明するための図である。
【図８】図１に示す画像表示装置の作用（虚像の表示位置の変化）を説明するための図で
ある。
【図９】図７に示す観察者の頭部の動きと虚像の表示位置との関係を説明するための図で
ある。
【図１０】虚像を表示可能な領域の画角を説明するための図である。
【図１１】図１に示す画像表示装置の動作を説明するためのフローチャートである。
【図１２】本発明の第２実施形態に係る画像表示装置の作用（虚像の表示位置および大き
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さの変化）を説明するための図である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　以下、本発明の画像表示装置および画像表示装置の表示制御方法の好適な実施形態につ
いて、添付図面を参照しつつ説明する。
　＜第１実施形態＞
　図１は、本発明の第１実施形態に係る画像表示装置（ヘッドマウントディスプレイ）の
概略構成を示す図、図２は、図１に示す画像表示装置の制御ユニットの概略構成図、図３
は、図２に示す駆動信号生成部の駆動信号の一例を示す図である。また、図４は、図１に
示す画像表示装置の画像形成部の概略構成を示す模式図、図５は、図４に示す画像形成部
の光スキャナーの平面図、図６は、図５に示す光スキャナーの断面図（Ｘ軸に沿った断面
図）である。また、図７は、観察者の頭部の動きを説明するための図、図８は、図１に示
す画像表示装置の作用（虚像の表示位置の変化）を説明するための図、図９は、図７に示
す観察者の頭部の動きと虚像の表示位置との関係を説明するための図、図１０は、虚像を
表示可能な領域の画角を説明するための図、図１１は、図１に示す画像表示装置の動作を
説明するためのフローチャートである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　この光走査部４２は、図５に示すように、可動ミラー部１１と、１対の軸部１２ａ、１
２ｂ（第１の軸部）と、枠体部１３と、２対の軸部１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄ（第
２の軸部）と、支持部１５と、永久磁石１６と、コイル１７とを備える。言い換えれば、
光走査部４２はいわゆるジンバル構造を有している。
　ここで、可動ミラー部１１および１対の軸部１２ａ、１２ｂは、Ｙ１軸（第１の軸）周
りに揺動（往復回動）する第１の振動系を構成する。また、可動ミラー部１１、１対の軸
部１２ａ、１２ｂ、枠体部１３、２対の軸部１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄおよび永久
磁石１６は、Ｘ１軸（第２の軸）周りに揺動（往復回動）する第２の振動系を構成する。
　また、光走査部４２は、信号重畳部１８を有しており（図６参照）、永久磁石１６、コ
イル１７、信号重畳部１８および駆動信号生成部３２は、前述した第１の振動系および第
２の振動系を駆動（すなわち、可動ミラー部１１をＸ１軸およびＹ１軸周りに揺動）させ
る駆動部を構成する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
　次に、以上のように構成された画像表示装置１の動作（作用）について説明する。
　画像表示装置１では、制御部３３が、検知部３５が検知した動き（すなわち観察者の頭
部Ｈの動き）が所定量よりも大きいときに、虚像の表示位置を変更する。
　具体的には、制御部３３は、虚像の表示位置を基準位置に設定する第１状態（以下、単
に「第１状態」ともいう）と、検知部３５が検知した動きに応じて、虚像の表示位置を前
記基準位置から変更する第２状態（以下、単に「第２状態」ともいう）とを含む複数の状
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態を切り換え可能である。
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